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内部留保還元し
新自由主義転換

全
労
連
と
共
同
し
て
調
査
・研
究
活
動
に
取
り
組
む
労
働
運
動
総
合
研
究
所
（労
働
総
研
）

は
■
月
■
４
日
ま
で
に
『２
０
２
２
年
春
闘
提
言
」を
発
表
し
ま
し
た
。

主
要
先
進
国
の
な
か
で
日

本
だ
け
が
２
０
年
間
、
実
質

賃
金
が
上
が
ら
ず
、
長
期
不

況
の
原
因
に
な
つ
て
い
る
と

指
摘
。
企
業

の
内
部
留
保
の

ご
く

一
部
を
還
元
す
る
だ
け

で
、
賃
金
・
労
働
条
件
を
抜

本
的
に
改
善
し
、
日
本
経
済

の
再
生
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
訴
え
て
い
ま

す
。こ

の
２
０
年
、新
自
由
主

義
経
済
政
策
の
下
で
大
企
業

を
中
心
に
リ
ス
ト
ラ
と
賃
金

抑
制
、
非
正
規
雇
用
の
拡
大

な
ど
が
行
わ
れ
、
２
０
２
０

年
度
末
時
点
で
７
０
４
・
３

兆
円
も
の
内
部
留
保
が
積
み

上
が

っ
て
い
る
と
指
摘
。

「大
企
業
の
利
益
は
拡
大
し

た
が
労
働
者
・国
民
の
生
活

は
む
し
ろ
悪
化
し
、
大
き
な

ギ
ヤ
ツ
プ
を
抱
え
て
い
る
」

と
告
発
し
て
い
ま
ｔ

「新
自
由
主
義
か
ら
の
転

換
」
と
い
う
の
な
ら
、
①
長

期
不
況
前
ま
で
賃
金
水
準
を

戻
す
②
こ
の
間
の
労
働
生
産

性
上
昇
を
踏
ま
え
た
賃
上
げ

③
景
笠
水
準
を
要
率
九
進
国

並
み
に
引
き
上
げ
る
―
こ
と

が
必
要
だ
と
提
起
し
て
い
ま

す
。金

労
連
・春
闘
共
間
が
要

求
す
る
月
２
万
５
千
円
の
賃

上
げ
は
内
部
留
保
の
２
・
８

０
％
、
時
給
■
５
０
０
円
は

２

９
８
％
、
働
く
ル
ー
ル

の
確
立

（不
払

い
労
働
根

絶
、
年
休
完
全
取
得
、
週
休

２
日
制
の
完
全
実
施
）
も
２
・

１
４
％

で
可
能
だ
と
指
摘
。

最
賃
■
５
０
０
円
と
サ
ー
ビ

ス
残
業
根
絶
、
非
正
規
雇
用

の
正
規
化
を
行
え
ば
賃
金
水

準
を
■
９
９
７
年
の
ピ
ー
ク

時
ま
で
回
復
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
と
し
て
い
ま
ｔ

「賃
上
げ

労
働
条
件
の
改

善
は
企
業

の
負
担
増
に
な
る

が
、
や
が
て
生
産
増
、
販
売
増

と
し
て
経
営
に
跳
ね
返

っ
て

く
る
」
と
指
摘
。
「内
部
留
保

の
ご
く

一
部
を
活
用
す
る
だ

け
で
賃
金

・
労
働
条
件
を
抜

本
的
に
改
善
し
、
日
本
経
済

を
新
た
な
成
長
軌
道
に
乗
せ

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
」
と

強
調
し
て
い
ま
す
。

（関
連
記
事
２
頁
に
続
く
）
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ら し ん ば ん 2022年 2月 (2)

全
労
連
と
共
同
す
る
労
働

運
動
総
合
研
究
所
（労
働
総

研
）
が
１
月
■
４
目
ま
で
に

発
表
し
た
「
２
０
２
２
年
春

闘
堤
言
」
は
、
一
一
の
２
０
年

に
お
よ
ぶ
労
働
者
の
賃
金
な

ど
暮
ら
し
と
日
本
経
済
の
苦

境
を
明
ら
か
に
し
、
コ
ロ
ナ

禍
の
今
こ
そ
賃
上
げ
・労
働

条
件
の
改
善
で
経
済
再
生
に

生産性が上昇 しても賃金が上オらない日本
―新自由主義経済下の20年―

[資料:実XO,● 囮速流計J労働生帝任 1は,(国原労働緑側)推誌
鹿華古1人当たり0実質,0,の1■価格撃絆H買力平価本=来 |ル嵐

[出所]CtO=AL N01t

日
本
共
産
党

三
菱
電
機
伊
丹
委
員
会

踏
み
出
そ
つ
と
提
起
し
て
い
　

　

の
前
ま
で
賃
金
水
準
を
戻
　
　
働
者
数

で
加
重
平
均
す
る

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

こ
と
を
提
起
。
厚
労
省
　
　
と
、
２
０
２
０
年

は
５
万

提
言
で
は
、
日
本
経
済
の

　

「
毎

月
勤

労

統

計

調

査

」
　

７
７
１
０
ド
ル
。
日
本

の
平

超

・
長
期
不
況
の
原
因
が
、
　
　

で
、
月
間
現
金
給
与
総
額
　
　
均
年
収
は
４
万
１
１
６
４

賃
金
が
上
が
ら
な
か
つ
た
こ
　
　
の
ピ
ー
ク
は
１
９
９
７
年
　
　
ド
ル
で
、
ｌ
ヵ
月

１
５
万

１

と
に
あ
る
と
指
摘
。
そ
の
結
　
　
の
３
７
万
１
６
７
０
円

で
　
　
６
７
２
円

の
賃
上
げ
が
必

果
、
消
費
需
要
が
拡
大
せ
　
　
あ
り
、
２
０
２
０
年

の
３
　
　
要
だ
と
し
て
い
ま
す
。

ず
、経
済
成
長
に
つ
な
が
ら
　
　
１
万
８
４
０
５
円
を
５
万
　
　
　
一
一
れ

を
実

現

す

る

に

な
い
と
強
調
し
て
い
ま
す
。
　

　

３
２
６
５
円
引
き
上
げ

る
　
　
は
、
不
払

い
労
働

（サ
ー

賃
金
が
上
が
れ
ば
、
「国
　
　
べ
き
だ
と
し
て
い
ま
す
。
　

　

ビ

ス
残
業
）

の
根
絶

と
、

内
需
要
増
↓
国
内
生
産
増
↓
　
　
　
第

２
は
、
１
９
９
７
～
　
　
非
正
規
雇
用

の
正
規
化
、

付
加
価
値
増
↓
国
内
需
要
増
　
　
２
０
２
０
年

の
労
働
生
産
　
　
最
低
賃
金

の
時
給

１
５
０

↓
国
内
生
産
増
」
と
い
っ
好
　
　
性
上
昇
率
分
を
プ
ラ

ス
す
　
　
０
円

へ
の
引
き
上
げ
を
行

循
環
が
生
ま
れ
経
済
は
成
長
　
　
る
こ
と

で
す
。
国
際
労
働
　
　

えヽ
ば
実
現
可
能
だ
と
強
調

す
る
が
　
賃
金
が
下
が
れ
　
　
機
関

（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
の
推
計

に
　
　
し
て
い
ま
す
。

ば
、
「国
内
需
要
減
↓
国
内
　
　
よ
れ
ば
労
働
生
産
性
上
昇
　
　
　
不
払
い
残
業
に
正
当
な

生
産
減
↓
付
加
価
値
零
↓
国
　
　
率

は
１
６

７
％

で
、
１
１
　
　
報
酬
を
支

払
え
ば
、
月
間

内
需
要
減
↓
国
内
生
産
減
」
　

万
５
４
０
０
円
の
賃
上
げ
　
　
現
金
給
与
総
額
が

１
万
２

と
い
つ
″
悪
魔
の
循
環

″
に
　
　
が
必
要
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
９
９
１
円
増
加
。
非
正
規

陥
り
、経
済
は
縮
小
す
る
と
　
　
　
第

３
は
、
賃
金
を
西
欧
　
　
一雇
用
者
を
正
規
化
し
賃
金

告
発
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
先
進
国
並
み
に
引
き
上
げ
　
　
格
差
を
解
消
す
れ
ば
、
１

こ
の
悪
循
環
か
ら
脱
す
る
　
　
る
こ
と

で
す
。
日
本
を
除
　
　
万
２
１
５
６
円
増
加
。
最

た
め
に
第
１
に
、長
期
不
況
　
　
く

Ｇ
７
諸
国

の
賃
金
を
労
　
　
低
賃
金
を
時
給

１
５
０

伊

丹
市

千
僧

６

丁
目

２

１

８
　

¨
電
話

ｏ

７
２

＾
７

８

１
）
０
１

２

２
　

Ｆ

Ａ

Ｘ
Ｏ

フ

２

＾
７

８
１
）
２

８

４

２
　

〓
２

■

０
円

に
引
き
上
げ

る
と

２

万

６
６
４

１
円
増
加

し
ま

す
。
こ
れ

に
よ

り
平
均
賃

金

は

、

■

９

９

７

年

の

ピ
ー
ク
に
達
す

る
と

し
て

い
ま
す
。
　

つ
ん
ぶ
笙

ホ
ど

■
月
■
５
日
付
よ
り
転
載
）

三
菱
電
機
の
２
０
２
０
年
度

末
時
点
の
内
部
留
保
は
２
兆
６

３
０
６
億
円
、
■
年
間
に
１
９

２
８
億
円
も
積
み
増
し
て
過
去

最
高
で
す
。

全
労
連
・春
闘
共
闘
が
要
求

す
る
賃
上
げ
２
万
５
０
０
０
円

を
グ
ル
ー
プ
社
員
１
４
万
５
６

５
３
人
に
実
施
し
て
も
必
要
な

原
資
は
６
５
５
億
円
、
内
部
留

保

の
２
・
５
％
で
可
能
。
非
正

規
雇
用
６
８
０
０
人
の
正
規
化

も
■
６
５
億
円
ほ
ど
、
０

６

％
で
可
能
で
す
。
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